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今月の表紙

町長からの手紙
町長 戸田善規
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特集①　まちのうごき

　テレビニュースは熊本地震の余震発生を大きく
伝えています。余震のレベルは本震に近く、被災
地は熊本・阿蘇・大分へと拡がっています。
　一刻も早い沈静化を祈るとともに、被災地の皆
様に心からのお見舞いを申し上げます。

八千代小学校が開校
　 3月には極端な少子化の傾向を受けて、八千代
区の 3小学校を複雑な気持ちで閉校したところで
すが、4 月 7 日には新生・八千代小学校が開校し
ました。
　町では統合の決定を受けて、昨年度から大規模
改造工事や周辺整備を実施し、開校に備えてきた
ところです。
　一部の工事を本年度に残しながらも、児童の快
適な教育環境が整う中で開校式を挙行することが
でき、安堵しています。児童数は301人と、町内
では最大規模の小学校となりました。
　近接となった八千代中学校との一貫教育の模索
も、他区の小学校に先駆けて積極的に始まります。
　旧 3校の良さを融合させて、新しい伝統を築い
てほしいと願っています。
　子どもたちは逞しくて元気ですよ。
　もともと、キッズランドで一緒だった数多い友
達と一緒に、仲良く楽しい小学校生活を過ごして
くれています。
　
若狭・若桜と友好交流協定を締結
　4 月13日に多可町役場において、福井県若狭
町・鳥取県若桜町との友好交流協定調印式を行い
ました。
　これは災害時の相互応援に加えて、商工、観光、
文化、教育など幅広い分野での交流をを通じて 3
自治体の連携を深めようとするものです。
　新しく提携対象となった若狭町は、鯖街道の熊
川宿で有名は旧上中町と、風光明媚な三方五湖を
有する旧三方町が合併した魅力豊かな町です。
　まずは若狭町の若祭（ 9月）、若桜町の鬼っ子ま
つり（10月）、本町のふるさと産業展（11月）など、
イベントへの相互参加や、共に有する「道の駅」
での特産物の相互販売から始め、仲の良い関係を
築こうと誓ったところです。
　　　　　　　　　　　　平成28年4月16日（記）
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 人　口　　21,882人 （前月比－97）

 男　性　　10,595人 （前月比－50）

 女　性　　11,287人 （前月比ー47）

 世帯数　 　7,545戸

わたしたちの多可町
平成28年 4 月 1 日現在

◉
地
方
創
生

　

多
可
町
に
は
、
素
晴
ら
し
い

地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　

地
場
産
業
で
あ
る
播
州
織
は
、

国
内
先
染
織
物
の
80
％
に
迫
る

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
今

年
１
月
28
日
、
西
脇
市
と
共
同

で
兵
庫
県
初
と
な
る「
ふ
る
さ
と

名
物
応
援
宣
言
」（
中
小
企
業
地

域
資
源
活
用
促
進
法
の
改
正
に

よ
り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
も
の
）を
行

い
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
と
関

連
事
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

  

ま
た
、
本
町
で
起
業
を
目
指
す

人
を
支
援
す
る「
創
業
塾
」を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
39
人
も
の
卒

業
生
が
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
ト
レ
ス
や
認
知

症
予
防
に
効
果
的
と
さ
れ
る
ラ

ベ
ン
ダ
ー
に
健
康
増
進
の
活
路

を
見
出
そ
う
と
、
豊
か
な
森
林

と
も
リ
ン
ク
さ
せ
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
産
業
の
開
発
と
振
興
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
、
海
外
で
起
こ
っ
て

い
る
日
本
酒
人
気
も
手
伝
っ
て
、

今
や
世
界
レ
ベ
ル
に
な
り
つ
つ

あ
る
山
田
錦
や
、
地
元
産
木
材

な
ど
を
活
用
し
た
特
産
品
を
地

域
一
体
と
な
っ
て
発
信
し
て
い

く
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
も
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
町
で
は

す
で
に
地
方
創
生
事
業
に
着
手

し
、
観
光
客
、
特
産
品
、
売
り

上
げ
の
増
加
を
目
指
す
と
と
も

に
、
多
可
町
フ
ァ
ン
な
ど
に
よ

る
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
と
は
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
地
域
の
個
性
と
特
性
を
再

発
見
・
再
認
識
し
て
掘
り
起
こ

し
、
地
域
全
体
で
活
性
化
に
臨

む
こ
と
で「
地
元
へ
の
誇
り
」を

取
り
戻
す
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

全
国
的
に
注
目
を
集
め
る
酒

米「
山
田
錦
」、
教
科
書
に
も
載

っ
て
い
る「
杉
原
紙
」、
法
制
化

50
年
を
迎
え
る
祝
日「
敬
老
の

日
」…
多
可
町
は
全
国
に
誇
れ
る

3
つ
の
発
祥
地
で
す
。
播
州
織

や
豊
富
な
森
林
資
源
、
特
産
品

の
数
々
、
加
え
て
人
的
な
資
源
、

こ
れ
ら
地
域
資
源
の
強
み
を
活

か
し
な
が
ら
内
を
固
め
、『
田
園

回
帰
』の
受
け
皿
と
な
り
得
る
町

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◉
財
政
健
全
化

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

地
域
経
済
の
疲
弊
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
、
政
策
効
果
が
高

く
必
要
な
歳
出
に
重
点
化
し
て

い
く
…
重
点
化
す
べ
き
歳
出
と

抑
制
す
べ
き
歳
出
の
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
た
改
革
が
、
国
に
も
地

方
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　

新
庁
舎
整
備
の
Ⅰ
期
工
事
、

防
災
行
政
無
線
整
備
の
Ⅱ
期
工

事
、
松
井
小
学
校
Ⅱ
期
工
事
、

八
千
代
小
学
校
屋
外
水
泳
プ
ー

ル
改
修
工
事
な
ど
、
大
型
投
資

的
事
業（
終
期
分
）を
引
き
続
き

実
施
す
る
平
成
28
年
度
は
、
地

方
交
付
税
が
１
本
算
定
に
向
け

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。  

　

合
併
後
の
10
年
間
は
、
3
町

法
定
合
併
協
議
会
で
の
決
定
事

項
を
専
ら
遵
守
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
立
場
か
ら
、
大
き
な
改

変
を
せ
ず
に
き
た
施
策
や
事
業

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。  

　

し
か
し
10
年
を
経
て
、
合
併

を
選
択
し
な
か
っ
た
他
の
自
治

体
に
比
し
て
の
財
政
措
置
の
優

位
性
は
、
全
く
無
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。  

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
も
、

上
出
し
・
横
出
し
の
高
い
部
分

は
、
他
の
自
治
体
と
同
様
、
も

し
く
は
同
様
以
下
に
見
直
し
を

し
な
け
れ
ば
、
中
長
期
的
に
見

て
、
町
の
財
政
が
立
ち
ゆ
か
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て

多
可
町
を
次
代
に
残
す
た
め
に

は
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を

制
す
」の
視
点
で
の
行
政
経
営
姿

勢
と「
歳
出
改
革
と
歳
入
改
革
の

断
行
」が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

歳
出
改
革
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き（
新
）多
可
町
行
財
政
改

革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
補
助

金
な
ど
の
削
減
や
公
共
施
設
な

ど
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
聖
域

な
き
改
革
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。  

  

歳
入
改
革
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
的
確
な
賦
課
客
体
を
捕
捉
し

公
平
公
正
な
収
納
を
目
指
す
と

と
も
に
、
公
債
権
、
私
債
権
の

適
正
な
処
理
の
も
と
積
極
的
な

収
納
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
を
活
用
し
、
歳
入
確
保

に
つ
い
て
も
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
28
年
度

は
地
方
創
生
に
向
け
多
可
町
総

合
戦
略
に
基
づ
き
事
業
を
本
格

的
に
展
開
す
る
年
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
国
全
体
で
経
済
・
財

政
再
生
計
画
実
施
の
集
中
改
革

期
間
開
始
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。  

　

大
変
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
な

が
ら
も
、
本
町
の
強
み
は
何
か

を
常
に
問
い
続
け
、
地
域
全
体

で
知
恵
を
出
し
、
勇
気
を
持
っ

て
踏
み
出
す
こ
と
で
、
こ
の
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
化
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

地域資源の強みを活かし

施　政　方　針

『田園回帰』の受け皿に挑む

　中町南小学校の春の遠
足の様子です。
　１年生にとって初めて
の遠足。校長先生や教室
に「行ってきます！」とあ
いさつし、多可町図書館
と糀屋公園を目指して元
気に歩いていました。



出

歳

入

歳

 依存財源（66.8%）

 自主財源（33.2%）

◉
公
平
公
正
な
収
納
を
目
指
す

　

と
と
も
に
、
積
極
的
な
収
納

　

確
保
に
努
め
る

　

収
支
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

減
債
基
金
か
ら
2
億
円
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
9
億
3
，3
2
4

万
7
千
円
を
繰
入
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

額
は
前
年
度
よ
り
1
億
5
千
万

円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

町
道
豊
部
35
号
線
改
良
関
係
、

事
務
組
合
負
担
金（
清
掃
、
消

防
）、
ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
る

返
礼
な
ど
に
よ
り
一
般
財
源
ベ

ー
ス
で
増
と
な
っ
た
こ
と（
2
億

円
）か
ら
、
基
金
の
繰
入
金
が
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
繰
入
金
の
増（
9
千
万
円
）、

交
付
税
の
見
込
み
が
前
年
よ
り

1
億
円
減
と
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
減
債
基
金
繰
入
を
1
億
円

増
額
し
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
を
5
2
4
万
7
千
円
増
額
と

し
て
い
ま
す
。

◉（
新
）多
可
町
行
財
政
改
革
実

　

施
計
画
に
基
づ
き
、
聖
域
な

　

き
改
革
を

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
民
生

費
が
3
，0
4
2
，6
0
0
千
円

（
24
・
6
％
）で
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

大
き
く
増
減
の
あ
る
も
の
は
、

総
務
費
、
土
木
費
、
消
防
費
、

教
育
費
で
す
。
総
務
費
は
、
庁

舎
建
設
が
本
格
的
に
始
ま
る
こ

と
に
よ
る
増
で
、
土
木
費
は
町

道
豊
部
35
号
線
の
関
係
に
よ
る

増
で
す
。
消
防
費
は
、
防
災
行

政
無
線
の
一
部
完
了
に
よ
る
減

で
、
教
育
費
は
、
小
学
校
統
合

に
係
る
整
備
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
る
減
で
す
。

　

諸
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
額
の
伸
び
に
よ

り
、
基
金
に
積
み
立
て
る
額
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

会計名

一 般 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計

診 療 所 事 業 特 別 会 計

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 特 別 会 計

企 業 会 計 　 計

合　計

国民健康保険
特別会計

事 業 勘 定

直営診療施設勘定

計

増減率

△1.2％

2.0％

1.3％

2.0%

9.3%

4.1%

△4.7％

△5.4％

0％

6.0％

3.3％

13.5％

13.5％

1.0％

差額（A）ー（B）

△1億5,000万円

5,563万8千円

94万8千円

5,658万6千円

2,375万7千円

9,346万3千円

△1,067万5千円

△808万3千円

0円

7,907万6千円

2億3,412万4千円

1億2,609万4千円

1億2,609万4千円

2億1,021万8千円

H27予算額（A）

125億4,000万円

28億200万円

7,094万2千円

28億7,294万2千円

2億5,600万円

22億9,284万6千円

2億2,707万9千円

1億4,985万2千円

1,351万2千円

13億2,546万2千円

71億3,769万3千円

9億3,399万9千円

9億3,399万9千円

206億1,169万2千円

H28予算額（A）

123億9,000万円

28億5,763万8千円

7,189万円

29億2,952万8千円

2億7,975万7千円

23億8,630万9千円

2億1,640万4千円

1億4,176万9千円

1,351万2千円

14億453万8千円

73億7,181万7千円

10億6,009万3千円

10億6,009万3千円

208億2,191万円

平成28年度一般会計予算　123億9,000万円平成28年度一般会計予算　123億9,000万円平成28年度一般会計予算　123億9,000万円

ま　ち　の　予　算

歳出改革と歳入改革の断行

歳出

１２３億
９,０００万円

歳入

１２３億
９,０００万円

自動車取得税交付金 3,100万円 0.2％

配当割交付金 2,300万円 0.2％

地方特例交付金など 3,156万1千円 0.3％

ゴルフ場利用税交付金 2,100万円 0.2％

地方譲与税 1億2,120万円 1.0％

予備費 100万円 0.0％

諸支出金 1億5,300万円 1.2％

労働費 1億150万円 0.8％

災害復旧費 110万円 0.1％
議会費 9,980万円 0.8％

商工費 1億9,780万円 1.6％

地方消費税交付金 3億5,000万円 2.8％

国庫支出金
8億1,866万6千円
          6.6％

県支出金
9億1,876万8千円
          7.4％

町債
12億5,910万円
       10.2％

地方交付税
47億円 37.9％

財産収入 
4,771万5千円 0.4％

分担金および負担金
6,843万7千円 0.6％

寄附金
1億6,064万9千円 1.3％

使用料および手数料 
1億5,736万9千円 1.3％

諸収入 3億984万5千円 2.5％

繰入金
13億8,128万3千円
           11.0％

衛生費
8億4,120万円
        6.8％

土木費
 10億5,650万円
        8.5％

消防費
 6億8,050万円
         5.5％

農林水産業費
 11億6,830万円
      9.4％

教育費
13億2,540万円
     10.7％

総務費
19億660万円
        15.4％

公債費
18億1,470万円
        14.6％

民生費
30億4,260万円
        24.6％

町税
19億9,040万7千円
          16.1％
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新　規

新規・拡大

新　規

新　規

継　続

新　規

新　規

拡　大

●平成28年度予算の特徴

Ⅰ．安全安心な生活基盤を確立する　整備型予算

①防犯・災害等に強い多可町　　②地域ニーズを考慮し住環境を整備する多可町
③子育てするなら多可町　　　　④ともに支え合い皆が活躍できる多可町

Ⅱ．地域資源を活かし未来に繋げる　価値創造型予算

Ⅲ．行財政を持続可能にする　　　　規律型予算

　　地域おこし協力隊　　1,194万 6 千円（総務費）

　　総務省の「地域力の創造・地方の再生事業」を活用し、都市部から若者を呼び込み、地域おこし活動の支
　援や農林畜産業の応援等の地域活動に従事してもらい、あわせて定住・定着を図りながら地域の活性化に
　繋げていきます。

　　 敬老の日制定50周年記念式典　　　250万円（民生費）

　　昭和41年から50年目を迎える平成28年、「敬老の日制定50周年」を記念し、兵庫県と合同でお祝いをし、
　末永く敬老の精神を引き継いでいきます。

　　全国手漉き和紙青年の集い事業　　　70万円（商工費）

　　 6 月24～25日に本町で開催する全国手漉き和紙青年の集いで、全国各地から集まる
　参加者と親交を深め、杉原紙のＰＲを図るとともに、杉原紙の発展に努めていきます。

　　ふるさと多可町応援事業　　　6,378万 5 千円（総務費）

　　町外にお住まいの多可町出身者や、本町にご縁のある人などから広く寄附を募り、お礼として地元の特
　産品を贈ることで売上増による地域活性化を図るとともに町の魅力発信に努めていきます。

　　

　　体育施設（ガルテン八千代体育館）改修事業　　2,405万 2 千円（教育費）

　　多くの人が積極的に体力づくりを行い、健康長寿で生き生きと暮らせるよう、ヘルスケア産業の集客拠
　点・エーデルささゆりに隣接する「ガルテン八千代体育館」の屋根を塗装改修します。

　　公私連携による両キッズランド運営実施計画策定事業　　17万 5 千円（民生費）

　　多様化する各種保育サービスの維持・向上、在宅子育て家庭への支援を拡充・推進していくため、平成
　26年度に策定した『多可町こども・子育て支援事業計画』に基づき、官民の役割を明確にしつつ、キッズラ
　ンドかみ・キッズランドやちよの民営化について検討していきます。

　　コンビニ収納・クレジット収納の開始　　327万 1 千円（総務費）

　　平成28年度からの町県民税、固定資産税の納期変更にあわせ、コンビニ収納を拡充するとともにクレジ
　ット収納を開始します。

　　新庁舎整備事業（Ⅰ期工事）　3億1,636万 4 千円（総務費）

　　新庁舎建設工事（Ｈ28～Ｈ30）のうちⅠ期工事を行います。また、新庁舎が完成するまでの間、中央公民
　館と旧八千代北小学校を改修し仮庁舎として利用します。

　　地域医療対策の強化　　　　800万円（衛生費）

　　地域医療の強化については、多可赤十字病院にもさまざまな支援を実施していますが、平成28年度か  
　ら、へき地医療対策にかかる医療環境、生活環境等に資する各種事業を予算の範囲内で交付します。

　　通学費補助事業　　　　　　864万 3 千円（教育費）

　　通学費にかかる保護者の負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図るため、町内の小・中学校におけ
　るバス通学児童・生徒の通学経費を無料化するなど、遠距離通学補助制度を見直します。

　　障害者総合支援協議会運営事業　　32万 4 千円（民生費）

　　障がいを持たれている人が抱えている課題解決に向け、4月に障害者差別解消法が施行されました。本
　町では、新たに、障害者総合支援協議会を設置し、障がいを理由とする差別を解消するための取組につい
て　協議するほか、障がい者に関する施策を総合的かつ計画的に推進します。

新　規

新　規

継　続

Ⅲ．行財政を持続可能にする　規律型予算

Ⅱ．地域資源を活かし未来に繋げる　価値創造型予算

④ともに支え合い皆が活躍できる多可町

③子育てするなら多可町

②地域ニーズを考慮し住環境を整備する多可町

①防犯・災害等に強い多可町

Ⅰ．安全安心な生活基盤を確立する　整備型予算

主　要　施　策　の

　　事　業　概　要
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　児童一人一人の前向きな気持ちはもとより、「子どもたちに、より良い
教育環境を…」という地域、保護者、教職員の思いがひとつになり、この
度開校を迎えることができました。これまでのご協力に心から敬意と感謝
を申し上げます。
　今後一層、多可町の教育「ふるさと多可町を愛し、
自らの夢や目標に向かってたくましく生きる、心豊
かな子どもの育成」の充実に努めていきます。
　子どもたちには、これまでの長い歴史と伝統の中
で育まれた人々の思いを大切にして、ササユリのよ
うに清らかな心で、明るく元気に勉学に励んでほし
いと願っています。

　♪おひさまいっぱい　緑をてらし～
　子どもたちは、新しい気持ちで、元気に登校してきました。ここに、八
千代小学校の新たな歴史の１ページが開かれました。
　これまで 3 小学校が育んできた伝統を大切にしつ
つ、子どもたちが、集団の中でさらに切磋琢磨し、
互いに尊重し合い、共に学び、生きていくことを大
切にする魅力ある学校づくりに取り組んでいきます。
そして、自ら考え、学び、周りと協調し、今後の変
化の激しい時代を生き抜くための力を養うとともに、
今日一日の成就感が、明日のやる気や希望につなが
る、そんな夢のある学校を創造していきます。 八千代小学校長

高見英明

　
　
校　

歌

作
詞　

保
岡
直
樹

作
曲　

尾
崎
克
典

1　
　

お
ひ
さ
ま
い
っ
ぱ
い　

緑
を
て
ら
し

　

き
ょ
う
も
希
望
の　

朝
を
呼
ぶ

　

明
る
い
あ
い
さ
つ　

は
ず
む
風

　

み
ん
な
元
気
だ　

な
か
よ
し
だ

　

笑
顔
ひ
ろ
が
る　

八
千
代
小
学
校

2
　

花
咲
く
サ
サ
ユ
リ　

よ
り
そ
い
合
っ
て

　

清
く
や
さ
し
く　

か
お
る
町

　

敬
う
お
し
え
を　

受
け
つ
い
で

　

心
と
知
識　

み
が
こ
う
よ

　

い
の
ち
輝
く　

八
千
代
小
学
校

3
　

光
を
つ
か
ん
で　

伸
び
ゆ
く
ヒ
ノ
キ

　

鳥
も
さ
え
ず
る　

す
こ
や
か
に

　

未
来
の
大
空　

か
け
る
虹

　

む
す
ぶ
友
情　

い
つ
ま
で
も

　

夢
が
羽
ば
た
く　

八
千
代
小
学
校

◉
バ
ス
通
学
開
始

　

統
合
に
伴
い
、
旧
八
千
代
北

小
校
区
、
旧
八
千
代
西
小
校
区
、

赤
坂
地
区
の
児
童
が
バ
ス
通
学

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
行
の
路
線
バ
ス（
大
屋
線
・

大
和
線
）を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
通
学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
バ
ス
通
学
に
備
え
、
赤

坂
・
中
村
・
坂
本
・
上
三
原
に

新
た
に
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
や
注
意
喚
起
看
板
な

ど
の
安
全
対
策
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
バ
ス
通
学
に
か
か
る

費
用
は
、
町
が
全
額
負
担
し
ま

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
校
章　

　

町
鳥「
キ
ジ
」と「
大
空
」で
、

八
千
代
の「
や
」の
字
を
表
現
し
、

町
花「
サ
サ
ユ
リ
」の
中
心
に
小

学
校
の「
小
」の
字
を
配
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
大
き
な
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
飛
翔
す
る
姿

を
、
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い

る
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

◉
校
歌

　

１
番
は
、
あ
ふ
れ
る
陽
光
と

豊
か
な
緑
を
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
表
現
し
、
2
番
で
は「
敬
老
の

日
発
祥
の
ま
ち
」と
し
て
大
切
に

し
た
い
敬
老
の
心
を
歌
っ
て
い

ま
す
。
3
番
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
輝
く
未
来
と
健
や
か
な
成

長
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

多可町教育長
岸原　章

有延陽菜さん加藤祐輔さん髙原　桜さん

I n te rv iew

特
集
②

新
し
い
仲
間
と
新
た
な
歴
史
を
刻
む

八
千
代
小
学
校

　

4
月
7
日
に
開
校
式
を
行
い
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
八
千
代
小
学
校
。
こ
れ
か
ら
児
童
一
人
一
人
が
新
し

い
仲
間
と
と
も
に
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

　

　私は統合することを楽しみ
にしていました。今よりもっ
とたくさんの友達を作りたい
です。
　私は児童長として、3校の良
いところを生かしていきたい
です。八千代小学校の新児童
会6人で協力して、新しい学
校を思いやりあふれる学校に

していきます。
全校生１人１
人の意見を
大切にした
いです。

　僕が八千代小学校でがんば
りたいことは、児童会役員と
して、まず新しい友達と仲良
くなれるような楽しい遊びや
企画を考えることです。集会
やたて割り活動で考えたこと
を実行できたらいいなと思い
ます。
　新しい学校のスタートとな

る児童会なので、
力いっぱい
が ん ば り
たいと思
います。

　私が八千代小学校でがんば
りたいことは、児童会役員6
人が協力し、いつも笑顔で明
るい学校を作ることです。そ
して、楽しい行事を作り、全
校生が触れ合えるようにした
いです。
　また、人数が多くなるので、

友達を増やして、
目いっぱい行
事や遊びを楽
しみたいで
す。

八千代小学校でがんばりたいことは何ですか？

校　

訓

　

や
さ
し
い
子　

考
え
る
子　

や
り
ぬ
く
子

校章デザイン：
奥野和夫
（グラフィックデザイナー）
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　平成28年度の区長が決まりました。
　よろしくお願いします。（敬称略・○は新任）
　■問合先　地域振興課　☎（32）4779

【
多
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治

副
団
長　

遠
藤　

泰
尚

副
団
長　

山
本　

和
樹

副
団
長　

木
俣　

健
二

副
団
長　

松
田　

孝
之

第
1
分
団
長　

森
本　

博
之

第
2
分
団
長　

井
上　

貴
之

第
3
分
団
長　

寺
尾　

一
彦

第
4
分
団
長　

藤
本　

明
夫

第
5
分
団
長　

吉
田　

靖

第
6
分
団
長　

藤
井　

正
樹

第
7
分
団
長　

竹
内　

克
企

第
8
分
団
長　

藤
本　

典
久

第
9
分
団
長　

笹
倉　

敏
弘

第
10
分
団
長　

藤
田　

剛
英

第
11
分
団
長　

草
譯　

峰
明

第
12
分
団
長　

髙
原　

宜
孝

■
問
合
先　

生
活
安
全
課

　

☎（
32
）4
7
7
7

　　

各集落区長が決定

一年間お世話になります

　

多　

田　

○
浦
井　

豊

　

奥
荒
田　

○
𠮷
田　

和
夫

　

的　

場　
　

藤
本　

喜
一

　

寺　

内　

○
藤
井　

謙
昌

　

西　

脇　

○
園
田　

益
弘

　

山
野
部　

○
祐
尾　

博

【
八
千
代
区
】

会　

長　

市
位　

和
弘（
大
屋
）

副
会
長　

横
山　

裕
行（
赤
坂
）

　
　
　
　

益
田　

敦
弘（
中
三
原
）

◉
集
落
区
長

　

大　

屋　
　

市
位　

和
弘

　

坂　

本　

○
松
田　

政
明　

　

中　

村　

○
市
位　

辰
夫

　

横　

屋　
　

杉
本　

致
良

　

下　

村　
　

上
月　

孝
明

　

門　

田　

○
河
﨑　

貢

　

赤　

坂　
　

横
山　

裕
行

　

俵　

田　
　

秋
山　

豊
勝

　

中
野
間　
　

近
藤　

昭
夫

　

仕
出
原　

○
八
馬　

健
治

　

下
野
間　

○
藤
田　

勝
正

　

下
三
原　
　

渡
辺　

博
明

　

柳
山
寺　

○
嶋
田　

正
望

　

中
三
原　
　

益
田　

敦
弘　

　

上
三
原　

○
長
谷
川
英
明

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

■
問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課
☎（
32
）2
3
8
5

公
私
連
携
に
よ
る
両
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
運
営
に
か
か
る

地
域
と
の
懇
談
会
を
開
催

平
成
28
年
度

多
可
消
防
署
メ
ン
バ
ー

多
可
消
防
署
長　

服
部　

和
明

警
備
担
当
副
署
長

　
　
　
　
　
　
　

上
月　

幸
則

庶
務
兼
予
防
担
当
副
署
長　
　

　
　
　
　
　
　
　

友
藤　

豊
造

副
署
長
補
佐（
予
防
兼
危
険
物
係
）

　
　
　
　
　
　
　

岸
本　

新
一

副
署
長
補
佐（
庶
務
係
）

　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

和
仁

庶
務
係
兼
消
防
団
担
当

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

将
希

予
防
係　
　
　
　

岸
本　

和
樹

　
　
　
　
　
　
　

日
原　

充
稀

危
険
物
係　
　
　

芝
崎　

聖
規

【
第
1
係
】

当
務
主
幹　
　
　

尾
崎　

浩
司

当
務
主
幹　
　
　

中
村　

明
継

係　

長　
　
　
　

山
本　

和
孝

消
防
団
担
当

主　

査　
　
　
　

藤
田　

浩
司

係　

長　
　
　
　

西
嶋　

亮
市

主　

任　
　
　
　

田
中　

直
人

主　

任　
　
　
　

杉
本　

健
太

主　

任　
　
　
　

西
門　

裕
矢

大
木　

啓
輔　
　

田
中　

英
之

前
田
浩
太
郎　
　

徳
岡　

敬
士

【
第
2
係
】

副
署
長　
　
　
　

上
月　

幸
則

当
務
主
幹　
　
　

菅
野　

敏
行

副
署
長
補
佐　
　

足
立　

吉
則

係　

長
　
　

梅
野　

有
史

係　

長　
　
　
　

楠
田　

光
紀

係　

長　
　
　
　

藤
井　

健

主　

任　
　
　
　

岡
井　

俊
介

主　

任　
　
　
　

柴
田　

亮
平

主　

任　
　
　
　

堀　
　

辰
則

松
原　

拓
真　
　

藤
原　

悠
太

前
田　

侑
哉

加
美
駐
在
所　

所
長

　
　
　
　
　
　

楠
田　

光
紀　

　
　
　
　
　
　

（
第
2
係
兼
務
）

八
千
代
駐
在
所　

所
長

　
　
　
　
　
　
　

西
嶋　

亮
市

　
　
　
　
　
　

（
第
１
係
兼
務
）

　　

昨
年
度
か
ら「
多
可
町
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」で
、
両
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
の
民
営
化
に
つ
い
て

具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
民
営
化
が
決
ま

っ
た
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
検
討

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
協
議
の
状
況
や
教

育
委
員
会
事
務
局
の
案
を
お
伝

え
し
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
く
懇
談
会
の

場
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
「
公
立
園
と
し
て
、
町
が
責
任

を
持
っ
て
運
営
し
て
い
く
べ
き
」

「
教
育
・
保
育
を
き
ち
ん
と
や
っ

て
も
ら
え
る
な
ら
、
公
立
・
私

立
に
こ
だ
わ
ら
な
い
」な
ど
、
皆

さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■説明会日程
① 6月１日（水）　午後 8時～ 9時30分　
　場所：八千代プラザ

② 6月 2日（木）　午後 8時～ 9時30分　
　場所：加美プラザ

　

両
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
の
民
営
化
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

マイナンバーカードの受け取りについて　　　　　　　　　　　問合先　住民課　☎（32）2383
　
　個人番号カード交付通知書兼照会書が届いたら、住民課へ受け取りにお越しください。
　加美プラザ・八千代プラザでは交付できません。
■持参するもの
　交付通知書兼照会書（ハガキ）、通知カード、住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）、本人確認書類
■受取時間
　平日　午前 8時30分～午後 5時15分（毎週火曜日は午後 7時まで）　第 2・4日曜日　午前 8時30分～正午
※ 5 月22日（日）は、システムメンテナンスのためマイナンバーカードの発行ができません。この日にお越しいた
　だいた人は、受付のみ行い後日郵送します。

クローズアップ 町政
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■
問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室
☎（
32
）1
3
8
9

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果
報
告

　

こ
れ
か
ら
の
人
権
教
育
や
人
権
啓
発
な
ど
、
人
権
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
12
月
に「
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

町
で
は
、
人
権
意
識
の
普

及
・
高
揚
を
図
り
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
を「
概
要
版
」に

ま
と
め
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
今
後
の
人
権
啓
発
活
動
が

効
果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

■
対　

象

•
町
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

　

同
一
事
業
所
を
経
営
し
て
い

　

る
中
小
企
業
者

•
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2

条
第
1
項
第
1
号
、
第
2
号
、

　

第
5
号
お
よ
び
第
6
号
に
規

　

定
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

•
取
扱
金
融
機
関
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
事
業
者

■
取
扱
金
融
機
関

•
兵
庫
県
信
用
組
合（
中
町
支
店

　

・
八
千
代
支
店
）

•
中
兵
庫
信
用
金
庫（
中
町
支
店

　

・
加
美
町
支
店
）

•
み
の
り
農
協（
中
町
支
店
・
加

　

美
支
店
・
八
千
代
支
店
）

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】　

年
1
・
1
％

【
融
資
限
度
額
】

　

1
企
業
に
つ
き
5
0
0
万
円

※
設
備
資
金
は
1
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　

5
年
以
内

※
設
備
資
金
は
7
年
以
内

　　

（
据
置
期
間
6
カ
月
以
内
）

【
資
金
の
使
途
】

　

運
転
資
金
、
事
業
転
換
資
金
、

開
業
資
金
、
設
備
資
金

【
担　

保
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
が
必

要
と
す
る
と
き
は
、
担
保
を
徴

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
連
帯
保
証
人
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

【
信
用
保
証
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
必
要
で
す
。

【
保
証
料
の
補
給
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
へ
支

払
っ
た
保
証
料
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
2
分
の
1
を
町
が
補
給

し
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

町
内
の
中
小
企
業
を
応
援

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

　

町
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
を
円
滑
化
し
、
正
常
な
事
業
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
融
資
制
度
で
す
。

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
制
度
・
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

生
活
資
金
・
住
宅
資
金
を
融
資

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
制
度

　

町
内
企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た
め
の
制
度
で
す
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

■
対　

象

•
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
勤
労
者（
事
業
主

　

お
よ
び
そ
の
家
族
従
業
者
は

　

除
く
）

•
町
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築

　
（
増
改
築
を
含
む
）ま
た
は
購

　

入
し
よ
う
と
す
る
人

※
現
住
所
の
町
内
外
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

■
対　

象

•
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

　

人（
事
業
主
お
よ
び
そ
の
家
族

　

従
業
者
は
除
く
）

•
本
制
度
に
よ
る
生
活
資
金
融

　

資
を
受
け
て
い
な
い
人

•
町
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

　

同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
人

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
人

■
融
資
条
件

【
信
用
保
証
】

　
（
社
）日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※最長 4年の元金据置返済が可能

資金の使途

医　療

冠婚葬祭

教　育

住宅増改築

融資限度額

100万円

100万円

300万円

300万円

返済期間

5 年以内

5年以内

10年以内

10年以内

資金の使途

年 2 .03％

年 2 .03％

年 2 .00％

年 2 .03％

※

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
年
齢
が
満
20
歳
以
上
、
満
60

　

歳
未
満
の
人（
た
だ
し
、
完
済

　

時
の
年
齢
が
満
76
歳
未
満
で

　

あ
る
こ
と
）

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
人

■
取
扱
金
融
機
関

　

近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】

　

固
定
金
利
型　

年
1
・
87
％

【
融
資
限
度
額
】　
2
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　

35
年
以
内

【
資
金
の
使
途
】

　

申
請
者
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
建
築（
増
改
築
を
含

む
）ま
た
は
購
入
に
充
て
る
も
の

で
、
そ
の
住
宅
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
営
利
目
的
に
使
用
さ
れ

な
い
こ
と

【
担　

保
】

　

融
資
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の

土
地
に
、
原
則
と
し
て
第
一
順

位
の
抵
当
権
設
定
登
記
を
し
ま

す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※
半
年
賦
返
済
併
用
も
可

　
■
対　

象

•
多
可
町
商
工
会
か
ら
推
薦
を

受
け
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
平
成
25
年
4
月
以
降
に

マ
ル
経
の
融
資
を
受
け
た
事

業
者

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
、

国
民
健
康
保
険
、
上
下
水
道

料
金
な
ど
）を
完
納
し
て
い
る

事
業
者

■
内　

容

　

当
該
融
資
に
係
る
利
子
合
計

額
の
2
分
の
1
を
補
給
し
ま
す
。

補
給
の
交
付
期
間
は
、
2
年
間

で
す
。

■
融
資
条
件

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と

•
多
可
町
商
工
会
の
会
員
で
あ

　

る
こ
と

•
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

　

の
場
合
は
5
人
以
下
）で
あ
る

　

こ
と

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

利
子
の
半
額
を
2
年
間
補
助

マ
ル
経
融
資
向
け
利
子
補
給
制
度

　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
融
資
）の
利
用
者
に
対
し
、

町
が
利
子
補
給
を
行
う
制
度
で
す
。

•
原
則
と
し
て
6
カ
月
以
上
、

　

多
可
町
商
工
会
の
経
営
指
導

　

を
受
け
て
い
る
こ
と

•
最
近
1
年
以
上
、
町
内
で
事

　

業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

•
所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
、

　

ま
た
は
県
民
税
や
住
民
税（
均

　

等
割
り
を
含
む
）を
原
則
と
し

　

て
す
べ
て
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
•
商
工
業
者
で
あ
り
、
か
つ
日

　

本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

　

事
業
の
非
対
象
業
種
な
ど
で

　

な
い
こ
と

※
金
融
・
保
険
業
や
娯
楽
業
な

　

ど
、
取
り
扱
い
が
で
き
な
い

　

業
種
が
あ
り
ま
す
。

　人権侵害を受けた内容については、
「悪口などで名誉や信用を傷つけられ
た」が最も高く、次いで「地域や学校、
職場での暴力、脅迫など」や「信条・性
別・家柄などによる差別」が上位を占め
ています。

調査の概要
　平成27年12月１日現在、町内在
住の満18歳以上の住民から年齢階
層別に無作為に2,000人を抽出し、
調査票を郵送配布して実施。

送付数：2,000
回収数：788
回収率：39.4％

■あなたは今までに自分の人権が侵害されたと思われたことがありますか？

■あなたは人権を身近な問題と感じていますか？

0.0   10.0   20.0   30.0   40.0

非常に身近に感じる

かなり身近に感じる

どちらとも言えない

あまり身近に感じない

全く身近に感じない

わからない

無回答など

ある
25.6

無回答など
4.4

わからない
17.9ない

52.0

クローズアップ 町政
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12.4

33.4

23.4

19.5

2.0

6.9

2.4



▲花束を手に熱唱

　

3
4

音楽鑑賞会

演歌のこころに触れる

第30回多可町翠明湖マラソン

春風に吹かれ健脚競う
　翠明湖周遊コースで「多可町翠明湖マラソン」を開
催しました。
　健康づくりと参加者の交流を通じた地域の活性化
を目的に開催している今大会。町内外から参加した
約650人の一般ランナーが、1・2・5・10㎞の距離を
年代別・性別の16部で競い、翠明湖畔を元気に駆け
抜けました。
　当日は、町内の各種団体や中高生ら約300人のボ

27
3

ランティアの皆さんが受付や給水係など、各所で大
会をサポートしました。会場で振る舞われた豚汁と
ぜんざいは、「あったかくておいしい。走り終わっ
て疲れた体を癒やしてくれる」とランナーたちに大
好評でした。また、たか坊やスイッピーなどのゆる
キャラが会場を練り歩き、タカレンジャーがペアジ
ョギングの部に飛び入り参加するなど、大会を盛り
上げました。
　見事完走したランナーたちは、「景色のいい湖畔
を気持ちよく走れた。沿道からの声援に力をもらっ
た」と笑顔で話していました。

4
12

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

多
可
町
消
防
整
備
審
議
会
に
よ
る
答
申

　

3
月
23
日
、
多
可
町
消
防
整
備
審
議
会
は
、
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け

て
い
た「
消
防
設
備
更
新
計
画
の
見
直
し
」お
よ
び「
団
員
減
少
に
伴
う
今

後
の
消
防
体
制
」に
つ
い
て
、
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

■
問
合
先　

教
育
総
務
課
☎（
32
）2
3
8
4

多
可
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
の
民
間
委
託
基
本
計
画
を
策
定

　

１
月
29
日
、
運
営
検
討
委
員
会
か
ら「
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
こ
と
」と
し
た
答
申
を
受
け
、

【
多
可
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務
の
民
間
委
託
基
本
計
画
】を
策
定
し
ま
し
た
。

　　

現
状
に
即
し
た
消
防
設
備
の

更
新
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域

の
防
災
力
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
消
防
団
の
今
後
の
体
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
消
防
整
備
審

議
会
で
は
町
の
最
重
点
課
題
と

考
え
、
3
回
の
審
議
会
を
開
催

し
答
申
と
な
り
ま
し
た
。

◉
主
な
答
申
内
容

①
消
防
車
両
・
小
型
動
力
ポ
ン

　

プ
に
つ
い
て
、
現
状
に
即
し

　

た
更
新
基
準
年
数
に
見
直
し
、

　

公
平
か
つ
適
正
と
な
る
集
落

　

負
担
の
あ
り
方
を
今
後
検
討

　

す
る
。

②
消
防
団
の
活
動
、
役
割
に
つ

　

い
て
地
域
の
理
解
を
深
め
る

　

た
め
、
広
報
啓
発
を
推
進
す

　

る
。

③
Ｏ
Ｂ
団
員
、
女
性
団
員
、
部

　

の
合
併
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
策

　

を
検
討
し
、
団
員
確
保
や
消

　

防
資
機
材
の
整
備
・
充
実
を

　

推
進
す
る
。

④
消
防
団
だ
け
で
な
く
、
住
民

　

一
人
一
人
が「
自
分
た
ち
の
ま

　

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

　

う
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

　

町
・
集
落
・
住
民
が
一
体
と

　

な
っ
た
安
全
・
安
心
の
ま
ち

　

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
◉
目　

的

　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
基
本
と

し
た
学
校
給
食
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に

寄
与
し
、
食
育
指
導
の
推
進
と

共
に
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
学
校
給
食
を
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
て
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◉
調
理
業
務
の
民
間
委
託
区
分

　

献
立
作
成
、
栄
養
指
導
、
食

数
管
理
、
給
食
費
管
理
、
食
材

調
達
な
ど
は
、
当
施
設
に
従
事

す
る
県
の
栄
養
士
と
町
の
職
員

が
直
接
行
い
、
概
ね
次
の
業
務

を
委
託
し
ま
す
。

１
．調
理
工
程
計
画
・
衛
生
計
画

　
（
作
業
工
程
表
・
作
業
動
線
図

　

作
成
）

2
．食
材
検
収（
栄
養
士
と
の
合

　

同
作
業
）

3
．調
理
業
務

4
．保
存
食
の
保
存（
原
材
料
・

　

調
理
済
食
品
）

 
5
．配
缶
業
務（
コ
ン
テ
ナ
積
み

　

込
み
含
む
）

6
．什
器
備
品
の
洗
浄
・
殺
菌
業
務

7
．残
菜
・
厨
芥
集
積
業
務

8
．施
設
設
備
の
清
掃
お
よ
び
点

　

検
業
務

◉
安
全
・
安
心
お
よ
び
衛
生
管
理

　

学
校
給
食
法
第
9
条
に
規
定

す
る「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基

準
」を
遵
守
し
、
安
全
及
び
衛
生

管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

◉
今
後
の
展
開（
具
体
的
実
施
方
法
）

①
説
明
会
の
実
施

　

保
護
者
を
は
じ
め
関
係
者
に
、

不
安
や
誤
解
を
与
え
る
こ
と
が

な
い
よ
う
説
明
会
を
開
催
し
ま

す（
下
記
参
照
）。

②
業
者
選
定
の
方
法

•
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
学

　

校
給
食
共
同
調
理
場
で
の
業

　

務
実
績
や
安
全
で
安
心
な
衛

　

生
管
理
調
理
技
術
、
学
校
教

　

育
と
の
連
携
な
ど
、
プ
ロ
ポ

　　

ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
技
術
提

　

案
を
受
け
、
信
頼
の
で
き
る

　

業
者
を
選
定
し
ま
す
。

•
現
在
従
事
さ
れ
て
い
る
嘱
託

　

調
理
員
さ
ん
の
意
向
を
尊
重

　

し
、
受
託
者
で
の
雇
用
を
で

　

き
る
限
り
確
保
す
る
よ
う
求

　

め
ま
す
。

③
委
託
の
時
期

　

平
成
28
年
度
業
者
を
選
定
し
、

平
成
29
年
4
月
か
ら
調
理
業
務

の
民
間
委
託
を
予
定
し
ま
す
。

【
加
美
区
説
明
会
】

と　

き　

5
月
24
日（
火
）　

　

午
後
7
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

加
美
プ
ラ
ザ

【
中
区
説
明
会
】

と　

き　

5
月
26
日（
木
）

　

午
後
7
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

【
八
千
代
区
説
明
会
】

と　

き　

5
月
27
日（
金
）　

　

午
後
7
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

八
千
代
プ
ラ
ザ

クローズアップ 町政
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▲ 12分団59部で編成、総勢1,052人で組織されています

平成28年度多可町消防初出式

防火の誓いを胸に

　町文化連盟主催の「音楽鑑賞会」が加美プラザで開
催され、若手演歌歌手の川井聖子さんによる歌謡コ
ンサートが行われました。
　3 オクターブの声域を持ち、絹のようなしなやか
さと強さを持ち合わせた「シルキーヴォイス」が会場
に響き渡ると、約180人の観客は曲に合わせて手拍
子をしたり体を揺らしたり、思い思いに楽しんでい
ました。

　「多可町消防初出式」を中央公園グラウンドで開催
しました。
　式では、辞令交付に続き、新入団員61人（再入団
含む）を代表して足立洋介さん（第 9 分団中安田部）
が「全体の奉仕者として誠実かつ公正に消防の責務
を遂行することを固く誓います」と、力強く宣誓し
ました。また、植山団長が訓示を述べると、団員た
ちは気持ちを新たにしていました。
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ぼくぼくと私の作品展作品展

足や顔の線をのこすのがたいへんでした。ほりす
ぎたりした所もあったけど、線はきえてはいなか
ったので、ホッとしました。

西 谷 七 海 さ ん
（中町北小学校 5 年）

藤 岡 汰 成 さ ん
（ 松 井 小 学 校 6 年 ）

花という字を書くときに、とめ、はね、はらいに
きをつけて書きました。花のイメージを思い出し
てがんばりました。

り く たいせい

森 脇 璃 空 さ ん
（中町南小学校 3 年）

『気もちよさそうな魚とカモノハシ』

『優勝するぞ!!』

紙はん画でカモノハシを作りました。プチプチシー
ルで体の形を作るのがむずかしかったです。楽しく
なるように、たくさん魚をおよがせてみました。

毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

ぼくと私の作品展

な な み
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▲（写真左から）森下裕・若狭町長、戸田町長、山本義紀・若桜町副町長

▲事業への参加を呼び掛ける藤井会長

平成28年度多可町体育協会総会

スポーツで明るい町づくり
　

15
4

▲穏やかな春の日差しの中、のんびりウォーキング

▲新しい校歌を元気よく合唱

友好交流協定調印式

2 つの「わかさ町」と交流誓う
　町は、鳥取県若桜町・福井県若狭町と友好交流協
定を締結し、多可町役場で調印式を行いました。
　若桜町とは、加美区で展示していた蒸気機関車を
譲った縁で平成24年に災害時相互応援協定を締結。
若狭町は、原子力災害時に多可町が避難先となって
いることなどから、2つの「わかさ町」の仲を多可町
が取り持ち、今回の協定締結に至りました。防災、
観光、教育など幅広い分野での交流を誓いました。

ふるさとお花見ウォーク

春を楽しみ健康づくり
　町スポーツ推進委員会が多可町スポーツＤＡＹ事
業の一環として、「ふるさとお花見ウォーク」を開
催しました。
　コースは、中央公民館から糀屋稲荷神社・崇福寺
を巡る往復約6.2キロ。通過ポイントでは、多可ふ
れあいボランティアによる解説も行われました。38
人の参加者は歴史に思いを馳せながら、また沿道に
咲く花を愛でながらウォーキングを楽しみました。

10
4

八千代小学校開校式

新たな門出を祝う
　八千代区の 3小学校が統合して誕生した八千代小
学校の開校式が、同校の体育館で開催されました。
　式には、 2～ 6 年生254人と住民ら約100人が出席。
教育長の告示や町長、学校長のあいさつなどの後に、
児童代表の有延陽菜さん（ 6年生）が誓いの言葉を述
べました。また、同校の校歌の作詞者・保岡直樹さ
ん、作曲者・尾崎克典さん、校章のデザインを手掛
けた奥野和夫さんへの感謝状贈呈も行われました。

4

　「多可町体育協会総会」がベルディーホールで開
催され、各集落の体育振興委員が出席し、今年度の
事業計画の確認などが行われました。
　藤井会長は、「日ごろの練習の成果などを発揮で
きる場としてイベントを開催していきたい」と、出
席者に協力を呼び掛けました。また、会の中で平成
27年度多可町スポーツ賞の表彰が行われ、受賞者に
表彰状と記念品が贈呈されました。

7

13

4

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック
わが家の

アイドル

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

　

葵
　
　

さ
ん（
5
歳
）

ゆ　

い
さ
ん（
3
歳
）

八
千
代
区
大
和

上
田
慎
吾
さ
ん
・
延
江
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
お
い

　　
笑
う
と
え
く
ぼ
が
か
わ
い
い

兄
妹
。
た
ま
に
お
も
ち
ゃ
の
取

り
合
い
も
し
ま
す
が
、
す
ぐ
仲

直
り
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

数
字
が
得
意
な
葵
は
、
お
母

さ
ん
よ
り
も
日
付
や
時
間
を
覚

え
て
い
る
の
で
忙
し
い
朝
は
と

て
も
頼
も
し
い
で
す
。
お
父
さ

ん
と
も
毎
日
空
手
の
練
習
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
文

句
も
言
い
ま
す
が
、
一
度
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
最
後
ま

で
し
っ
か
り
や
り
遂
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
5
歳
に

な
り
、
妹
の
面
倒
も
見
て
く
れ
る
心
優
し
い
男
の
子
で
す
。

　

ゆ
い
は
、
や
ん
ち
ゃ
な
女
の
子
で
見
て
い
る
方
が
ヒ
ヤ

ヒ
ヤ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
飼
い
犬
の
面
倒
も
よ
く

み
る
気
配
り
上
手
な
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
。
3
歳
に
な

り
、
保
育
園
に
自
分
よ
り
小
さ
な
子
が
い
る
の
が
う
れ
し

か
っ
た
の
か
、
お
世
話
す
る
こ
と
が
好
き
に
な
り
、
最
近

で
は
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

2
人
と
も
い
つ
ま
で
も
元
気
で
仲
良
し
の
兄
妹
の
ま
ま
、

い
つ
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
大
き
く

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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学生納付特例申請の手続きはお済
みですか？

（第 6回　多可町年金コンクール　最優秀作品）
『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』

年
金
の
疑
問　

Q
＆
A

　

学
生
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

を
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
、

今
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
4
月
が
更
新

月
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
の
人
は
必
ず
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら「
国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
」（
ハ
ガ
キ
）の
送
付
が
あ
っ
た

人
は
、
ハ
ガ
キ
の
返
送
で
も
更

新
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
ま
で
学
生
で
学

生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、

4
月
か
ら
学
生
で
な
く
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
・
猶

予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、

30
歳
未
満
で
あ
れ
ば
世
帯
主
の

所
得
は
審
査
対
象
と
は
せ
ず
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
住
民
課
・
加
美

プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ
で
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が

　

確
認
で
き
る
も
の
）

•
平
成
28
年
度
有
効
の
学
生
証

　

ま
た
は
在
学
証
明
書（
学
生
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
人
の
み
）

•
印
鑑

　　

学
生
時
代
に
学
生
納
付
特
例

を
2
年
間
受
け
、
2
か
年
分
の

保
険
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場

合
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
未

納
と
違
い
、
受
給
資
格
期
間
に

含
ま
れ
る
ほ
か
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
、
保
障

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
年
金

額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
な
い

の
で
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け

た
2
年
間
分
の
保
険
料
は
、
老

齢
基
礎
年
金
額
が
生
涯
減
額
さ

れ
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
で
き
る

だ
け
早
く
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
の
息
子
は
海
外
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

昭
和
61
年
4
月
か
ら
、
日
本

国
民
で
あ
れ
ば
外
国
に
居
住
し

て
い
て
も
本
人
の
希
望
で
加
入

（
任
意
加
入
）す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
任
意
加
入
し
保
険
料
を

納
め
れ
ば
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
額
に
算
入
さ
れ
る

ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の

保
障
も
あ
り
ま
す
。
任
意
加
入

さ
れ
な
い
場
合
は
、
も
し
も
の

保
障
や
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
資

格
期
間
と
し
て
期
間
の
み
算
入

さ
れ
ま
す（
カ
ラ
期
間
）。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
日
本
国
内
に
親
族
な
ど

が
住
ん
で
い
る
場
合
、
協
力
者

に
な
っ
て
も
ら
い
、
協
力
者
を

通
じ
て
、
最
後
に
在
住
し
て
い

た
市
区
町
村
の
窓
口
で
行
い
ま

す
。

　 AA

AA

QQ

QQ

み
ん
な
に

は
な

ま　

る

2016. 5月号　広報たか2016. 5月号　広報たか19 18

旭
日
単
光
章

平
成
27
年
度

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

棚
倉　

忠
之
さ
ん（
中
村
）

　　　
昭
和
58
年
〜
平
成
15
年
ま
で

の
長
き
に
わ
た
り
、
八
千
代
町

議
会
議
長
、
同
議
会
副
議
長
と

し
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
千
代
町
議
会
産
業

建
設
常
任
委
員
会
、
厚
生
常
任

委
員
会
、
総
務
常
任
委
員
会
の

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

議
員
と
し
て
高
邁
な
政
治
信
念

を
持
っ
て
、
八
千
代
町
の
産
業

の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充

実
な
ど
幅
広
い
分
野
で
町
政
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

◉
優
秀
賞

門
脇　

真
依
さ
ん（
中
野
間
）

【
功　

績
】

•
第
20
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス

　
（
Ｕ
‐
15
）サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　

大
会　

第
2
位

　
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
）

杉
田　

清
佳
さ
ん（
高
岸
）

【
功　

績
】

•
第
70
回
国
民
体
育
大
会
2
0

　

1
5
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

　

馬
術
競
技　

少
年　

馬
場
馬

　

術　

第
8
位

　
（
多
可
高
等
学
校
）

西
川
佳
奈
美
さ
ん（
轟
）

【
功　

績
】

•
第
3
回
全
国
高
等
学
校
陸
上

　

競
技
選
抜
大
会　

女
子　

 

3
0
0
0
ｍ
競
歩　

第
2
位

　
（
西
脇
工
業
高
等
学
校
）

橋
本　

菜
央
さ
ん（
多
田
）

【
功　

績
】

•
第
70
回
国
民
体
育
大
会
近
畿

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会　

ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
競
技　

少
年
女
子　

第

　

2
位

　
（
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
高
等

　

学
校
）

松
本
ゆ
う
か
さ
ん（
鍛
冶
屋
）

【
功　

績
】

•
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会　

ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
競
技　

女
子　

第
67
回

　

全
日
本
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

　

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場

　
（
鳥
取
城
北
高
等
学
校
）

◉
奨
励
賞

伊
藤　

尚
箕
さ
ん（
市
原
）

森
井　

彰
悟
さ
ん（
山
寄
上
）

【
功　

績
】

•
平
成
27
年
度
第
51
回
近
畿
高

　

等
学
校
定
時
制
通
信
制
課
程

　

体
育
大
会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

競
技　

男
子
団
体
戦　

　

第
3
位

　
（
西
脇
北
高
等
学
校
）

白
川　

仁
也
さ
ん

　
　
　
　
　

（
中
区
坂
本
）

【
功　

績
】

•
第
70
回
国
民
体
育
大
会
2
0

　

1
5
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

　

サ
ッ
カ
ー
競
技　

少
年
男
子

　

出
場

　
（
作
陽
高
等
学
校
）

畑
中　

萌　
さ
ん（
丹
治
）

【
功　

績
】

•
第
12
回
都
道
府
県
対
抗
全
日

　

本
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
大
会
出
場

　
（
加
美
中
学
校
）

▲スポーツ賞受賞者の皆さん（代理、欠席含む）

平成18年度
19年度
20年度
21年度
22年度
23年度
24年度
25年度
26年度
27年度

15,000円
15,030円
15,140円
15,230円
15,490円
15,280円
15,130円
15,100円
15,250円
15,590円

7,500円
7,520円
7,570円
7,620円
7,750円
7,640円
7,560円
7,550円
7,620円
7,790円

3,740円
3,750円
3,780円
3,800円
3,870円
3,810円
3,780円
3,780円
3,810円
3,900円

11,240円
11,270円
11,360円
11,420円
11,610円
11,450円
11,340円
11,330円
11,440円
11,690円

全額免除 4分の 1免除半額免除4分の 3免除

保険料を追納することができます
　保険料の免除や学生納付特例制度、若年者納付猶予制
度の承認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに
比べ、将来受ける年金額が少なくなります。
　10年以内であれば、後からこの期間の保険料を納める
こと（追納）ができます。

免除の承認を受けた年度の保険料を
平成28年度中に追納する場合の額
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多可赤十字病院からのお知らせ

赤十字の講習
受講者募集のお知らせ

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

合
理
的
配
慮
っ
て
何
？

　
　

　

皆
さ
ん
は
、「
合
理
的
配
慮
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
こ
れ
は
平
成
25

年
6
月
に
成
立
、
こ
の
4
月
か

ら
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
る
障

害
者
差
別
解
消
法
の
中
で「
差
別

的
取
り
扱
い
の
禁
止
」と
共
に
使

わ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

「
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
」

は
、
例
え
ば
車
い
す
を
利
用
し

　
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
飲

食
店
へ
の
入
店
や
、
タ
ク
シ
ー

へ
の
乗
車
を
拒
否
す
る
と
い
っ

た
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を

禁
止
す
る
こ
と
な
ど
で
、
比
較

的
理
解
し
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
合
理
的
配
慮
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す

の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
せ

っ
か
く
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
窓

口
を
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に

併
設
し
た
の
に
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
が
一
人
で
は
た
ど

り
着
け
な
い
奥
ま
っ
た
場
所
に

あ
る
、
と
い
っ
た
場
合
で
す
。

意
図
的
で
な
く
と
も
、
こ
れ
で

は
結
果
と
し
て
障
が
い
者
を
排

除
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人

に
と
っ
て
も
、
利
用
し
や
す
い

設
置
場
所
に
す
る
こ
と
が
合
理

的
配
慮
で
す
。
ま
た
、
電
車
な

ど
に
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
車
い

す
の
人
を
周
り
が
手
助
け
を
す

る
こ
と
も
合
理
的
配
慮
で
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障

が
い
者
へ
の
直
接
的
な
差
別
を

禁
止
す
る
と
共
に
、「
合
理
的
配

慮
を
し
な
い
こ
と
」も
障
が
い
者

へ
の
差
別
と
し
て
禁
止
し
て
い

ま
す
。
こ
の
合
理
的
配
慮
は
、

民
間
事
業
者
に
お
い
て
は
今
の

と
こ
ろ
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
行
政
で
は
重
す
ぎ
る

負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
実
施

す
る
義
務
が
あ
り
、
配
慮
措
置

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
障
が
い
者
へ
の
差

別
を
解
消
し
て
い
く
責
務
は
行

政
や
民
間
事
業
者
だ
け
で
は
な

く
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
あ
り

ま
す
。
昨
年
末
に
実
施
し
た「
人

権
に
関
す
る
意
識
調
査
」の
中
に
、

「
あ
な
た
が
特
に
関
心
が
あ
る
人

権
問
題
は
？
」の
問
い
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の「
障
が
い
者
に
関

す
る
問
題
」に
関
心
を
持
た
れ
て

い
る
人
が
53
・
2
％
と
一
番
多

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

特
に
関
心
の
高
い
人
権
問
題
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
障
が
い

者
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
こ
の

法
律
の
内
容
や
精
神
を
正
し
く

理
解
し
行
動
に
移
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
障
が
い
者
へ
の
差

別
は
な
く
し
て
い
け
る
と
考
え

ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
、
分
け

隔
て
な
く
暮
ら
せ
る
共
生
の
町

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
6 所得証明書および課税証明書の発行

知
り
た
い
税

知
り
た
い
税

　

平
成
28
年
度
の
所
得
証
明
書

お
よ
び
課
税
証
明
書
は
、
次
の

日
か
ら
発
行
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

町
県
民
税
の
納
付
方
法
に
よ

り
、
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

発行開始日

5月17日（火）

6月 1日（水）

納付方法
給与特別徴収
給与から天引きされ、納付している人

非課税の人
普通徴収
口座振替・納付書により納付している人

年金特別徴収
年金から天引きされ、納付している人

◉
今
回
は
固
定
資
産
税
の
家
屋

　

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

家
屋
と
は
、
住
宅
以
外
に
工

場
や
倉
庫
、
物
置
、
車
庫
な
ど

も
含
み
ま
す
。
家
屋
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
不
明
な
場
合
は
、

固
定
資
産
税（
家
屋
）担
当
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
に
は
1
月
1
日
の
所
有

者
に
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま

す
。
新
増
築
、
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
役
場
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

①
未
登
記
家
屋
に
つ
い
て

　

未
登
記
家
屋
に
つ
い
て
は
、

所
有
権
の
変
更
が
あ
っ
て
も
届

出
が
な
い
と
以
前
の
所
有
者
に

税
が
か
か
り
続
け
ま
す
。
買
っ

た
り
、
譲
り
受
け
た
り
、
相
続

し
た
場
合
は
、
役
場
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

②
税
額
に
つ
い
て

　

家
屋
の
税
額
は
、
評
価
額（
課

税
標
準
額
）に
税
率（
1
･
4
％
）

を
掛
け
た
額
と
な
り
ま
す
。

③
新
築
し
た
家
屋
の
評
価
に
つ

　

い
て

　

新
築
家
屋
に
つ
い
て
は
、
内

装
な
ど
の
仕
上
げ
が
で
き
た
時

点
で
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

評
価
は
、
外
観
の
ほ
か
部
屋
、

収
納
、
浴
室
な
ど
の
窓
、
内
装
、

建
具
を
確
認
し
ま
す
。
評
価
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
平
面

図（
間
取
り
や
大
き
さ
の
分
か
る

も
の
）お
よ
び
立
面
図（
建
物
の

高
さ
の
分
か
る
も
の
）の
コ
ピ
ー

が
あ
れ
ば
、
時
間
の
短
縮
が
で

き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
評
価
に
は
税
務
課
か

ら
職
員
が
伺
い
ま
す
。
身
分
証

を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
訪

問
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

④
新
築
家
屋
の
軽
減
に
つ
い
て

　

新
築
家
屋
の
う
ち
、
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
固
定

資
産
税
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
軽
減
条
件

•
延
床
面
積
が
50
㎡
以
上
2
8

0
㎡
以
下

•
玄
関
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン

　

を
有
し
て
い
る

•
毎
月
1
日
以
上
居
住
し
て
い
る

■
軽
減
額

　

住
居
と
し
て
用
い
て
い
る
部

分
の
床
面
積
1
2
0
㎡
分（
1
2

0
㎡
に
満
た
な
い
場
合
全
部
）の

固
定
資
産
税
額
の
2
分
の
１

■
軽
減
期
間

　

新
築
後
3
年
度
分（
長
期
優
良

住
宅
は
新
築
後
5
年
度
分
）

※
不
動
産
取
得
税（
県
税
）の
軽

　

減
に
つ
い
て
は
、
県
税
事
務

　

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

⑤
増
築
し
た
家
屋
の
評
価
に
つ

　

い
て

　

既
存
の
家
屋
に
新
た
に
増
築
、

ま
た
は
、
既
存
部
分
を
一
部
取

り
壊
し
て
建
て
替
え
た
場
合
は
、

新
し
く
な
っ
た
部
分
の
評
価
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

既
存
部
分
を
一
部
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
既
存
の
評
価
か
ら
取

り
壊
し
た
分
を
減
額
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

税
務
課
よ
り
、
評
価
の
た
め

に
お
伺
い
す
る
日
程
の
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
案
内
が
届

か
な
い
場
合
は
、
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

赤
十
字
で
は
、「
苦
し
ん
で
い

る
人
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い

を
結
集
し
、
い
か
な
る
状
況
下

で
も
、
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、

尊
厳
を
守
る
」と
い
う
赤
十
字
使

命
に
基
づ
き
、
災
害
救
護
な
ど

各
種
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
赤

十
字
の
講
習
事
業
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
当
院
で
は「
救
急

法
」「
幼
児
安
全
法
」「
健
康
生
活

支
援
講
習
」を
開
催
し
て
お
り
、

検
定
に
合
格
す
る
と
、
各
講
習

の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、「
幼
児
安
全
法
」「
健
康

生
活
支
援
講
習
」の
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
短

期
講
習
な
ど（
2
時
間
程
度
）も

行
っ
て
お
り
、
指
導
員
を
派
遣

し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

医
療
社
会
事
業
課

　

☎（
32
）3
8
1
0

■
赤
十
字
幼
児
安
全
法

　
　
　
　
　

支
援
員
養
成
講
習

　

幼
児
を
中
心
に
し
て
起
こ
り

や
す
い
事
故
の
予
防
と
正
し
い

手
当
て
の
方
法
や
、
家
庭
内
で

の
看
病
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

 

6
月
19
日（
日
）・
26
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象
者　

満
15
歳
以
上
で
、
全

　

日
程
に
参
加
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

教
材
費　

1
，8
0
0
円

申
込
締
切　

5
月
27
日（
金
）

■
赤
十
字
健
康
生
活
支
援

　
　
　
　
　

支
援
員
養
成
講
習

　

高
齢
者
の
介
護
方
法
や
地
域

で
の
高
齢
者
支
援
な
ど
を
学
び

ま
す
。

と　

き　

7
月
3
日（
日
）

　
午
前
9
時
50
分
〜
午
後
5
時
10
分

 

7
月
10
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象
者　

満
15
歳
以
上
で
、
全

　

日
程
に
参
加
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

教
材
費　

9
0
0
円

申
込
締
切　

6
月
10
日（
金
）
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日 時　間 内　容 参加費など
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ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r‐cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/kosodate/ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
5月の体験イベント

（すべて要予約）

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
  みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

問那珂ふれあい館
☎（32）0685
　FAX（30）2730

図書館通信

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより
問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

草木染め
～よもぎを使って染めてみよう！～
講師：伊藤久代さん

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

冒険広場がやってくる！！
～手作り棒焼きパンを作ろう！～　
素焼きのはにわ・お地蔵さん作り②
～色つけをしよう！～

デコまがキーホルダー作り
～ビーズで飾るキラキラ勾玉～13:30～

ミニぞうりストラップ作り
～伝統技術を学ぼう！～9:30～

ＢＩＧな勾玉作り
～マジカルパワーアップ！～

デコまがキーホルダー作り
～ビーズで飾るキラキラ勾玉♪～

伝統の和菓子作り
～手作り粽（ちまき）で端午の節句のお祝いを～

播州織のハギレでコースター作り
～オリジナル手織りコースター♪～

ぞうり作り
～伝統技術と播州織（糸）のコラボ♪～

古代の大刀（たち）作り
～古墳時代の大刀を再現しよう！～

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～13:30～ 参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

9:30～

9:30～ 参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～13:30～ 参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～13:30～ 参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～13:30～ 参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

勾玉と鹿角のマジカルパワーキーホルダー作り
～磨いて作る鹿角アクセサリー♪～

和紙のランプシェード作り
～多可の伝統工芸　杉原紙～

勾玉ブレスレット作り
～腕に輝く古代のアクセサリー♪～13:30～

参加費：300円

参加費：600円

参加費：400円

参加費：300円

参加費：300円

勾玉キーホルダー作り
～太古のパワーストーン♪～

9:30～

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～

カラフル勾玉作り
～ 6色から選んで染めよう！～

10:00～

9:30～

13:30～

13:30～

13:00～

10:00集合

9:30～

13:30～

9:00～

9:30～

13:30～

13:30～

9:30～

9:30～

9:30～

1
日
（日）

 2
日
（月）

5
日

（木・祝）

4
日

（水・祝）

3
日

（火・祝）

22
日
（日）

29
日
（日）

28
日
（土）

21
日
（土）

14
日
（土）

8
日
（日）

7
日
（土）

3月26日、4月２日
参加者対象

参加費：400円

参加費：450円
持ち物：エプロン・三角巾

参加費：100円
材料費：600円～

参加費：400円

参加費：350円

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：150円

参加費：300円
小学 2年生以下保護者同伴

参加費：300円
小学 5年生以下保護者同伴

参加費：無料

参加費：150~200円

参加費：400円

参加費：150円

◉体験学習のご案内
　参加人数が 5 人以上であれば、希望の日時に体験学習
を行うことができます。個人でも、子ども会・親子ふれ
あい学級など団体でのご利用も大歓迎です。勾玉・土
器・はにわ作り、火起こし体験など、みんなで楽しく学
んでみませんか？
　内容・費用など、気軽にお問い合わせください。

問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

発売前

方正・瓶二落語二人会
7 月24日(日)　
　開演：午後2時～
◆チケット料金【自由席】
　一般　1,500円　高校生以下　800円
　（当日500円増)
◆出　演　笑福亭瓶二、月亭方正、桂　三幸

発売中

一青窈TOUR2016 人と歌～折々
7 月 2 日(土)　
　開演：午後 5時30分～
◆チケット料金【全席指定】
　6,000円（当日500円増)
◆出　演　一青窈

発売中

オペラ「夏の夜の夢」
　　　　ハイライトコンサート
5 月14日(土)　
　開演：午後 2時～
◆チケット料金【全席指定】500円
◆出　演　藤原未佳子、諏訪部匡司、
　　　　　西村圭市、髙嶋優羽ほか

発売中

映画「母と暮せば」上映会
5 月 1 日(日)　
　開演：午前10時～
　　　　午後 2時～
◆チケット料金【自由席】
　800円（当日200円増) 
◆監　督　山田洋次
◆出　演　吉永小百合、二宮和也ほか

今月おすすめの 1冊 　テーマ『 5月の爽やかな風の中で』

【お知らせ】

『ふたりの文化祭』
藤野　恵美／著　KADOKAWA

『関西の自然さんぽ』　
ＪＴＢパブリッシング

  
     新緑の季節がやってきま

した。緑の中の散歩は気持
ちよさそうですね。この本
は、関西で気軽に出掛けら
れる自然の中の散歩コース
が24カ所紹介されています。
どのコースもスニーカーで
歩けて、飲食店、雑貨店、

観光施設など、散歩の途中で立ち寄りたい場所もたく
さん紹介されています。この本を片手に次の週末、自
然さんぽに出掛けてみませんか？

　九條潤はバスケ部のエース
でクラスの中心人物。八王子
あやは運動が苦手で本が大好
きな図書委員。まったく接点
がなさそうな 2人が文化祭の
クラスの出し物で協力するこ
とになりました。潤は企画か
ら準備までクラスをまとめて
そつなくこなしていきます。あやは心の中では反発し
ながらも協力する中で、自分の心の変化に気付きます。
すべてが順調に見えた文化祭当日の朝、思いもよらな
い事件が起こります。果たして文化祭は成功するので
しょうか？

◉おはなし会
　と　き　 5月 14日（土）・28日（土）
　　　　　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋
※ 5月14日は特別おはなし会を行います。

◉図書館まつり
　と　き　 6月 4日（土）
　ところ　多可町図書館
　内　容　本のリサイクル広場、児童おはなし会
　　　　　特産品販売など
•本のリサイクル広場
　図書館まつりでは、本のリサイクル広場を予定して
います。「もう読まないけれど、捨てるのはもったいな
い」という本があれば、図書館へお持ちください。
受付期間　 5月15日（日）～29日（日）

活動日　Ｈ25年度生まれ…水曜日
　　　　Ｈ26年度生まれ…木曜日
　　　　Ｈ27年度生まれ…火曜日
※都合により曜日変更がある場合があります。
　センターのたよりでご確認ください。

「年度別おやこ活動」のご案内　
　同じ年度生まれの親子で、一緒にいろいろな活動
　（あそび）をしましょう。
　いつからでも、誰でも参加できます。

◆中・みなみ児童館ホームページ◆

　わくわく、ドキドキ、いきいき情報がホットに
見られるように、届けられるように、ホームペー
ジのステップアップに挑戦します！
　上記ＵＲＬからご覧ください！

★★子ども教室★★
『飛ばして遊ぼう！
　スーパーブーメランやーソンググライダーを作って遊びます』

と　き　 5月14日（土）
　　　　午前 9時～11時30分
ところ　エーデルささゆり芝生広場
　　　　（雨天時：ガルテン八千代体育館）
対象者　幼児・小学生（幼児は保護者同伴）
材料費　30円
持ち物　ハサミ、水筒
※詳細は、各児童館へお問い合わせください。

問合先　
こども未来課　☎（32）2385

【鬼のお面づくり】 【スキンシップあそび】

【外あそび】【小麦粉粘土あそび】

BOOK GUIDE EVENT GUIDE



募　

集

募　

集

多可消防署発 ●問合先
　多可消防署☎（32）0119

　火災による被害を小さくするためには、消防隊
が到着するまでの間が非常に重要です。初期の段
階で消火できれば、火災が大きくなることを防げ
ます。
　そこで、今回は初期消火に関する知識を紹介し
ます。

＜初期消火のポイント＞
•大声で周囲に助けを求めると同時に、119番に
　通報しましょう。
•炎が天井または、自分の身長以上に達するまで
　が初期消火ができる目安です。消火困難なとき
　は無理をせず避難しましょう。
•天ぷら油などから出火した油火災には、水での
　消火はせず、消火器や濡れタオルで覆うなどし
　て消火しましょう。その際、避難経路は必ず確
　保しておきましょう。
•「ゆっくり・慌てず・落ち
　着いて」を心掛けましょう。

　新年度から約１カ月経ち、就学・就労環境に慣
れて余裕ができれば、いざというときすぐ使える
よう消火器など消防用設備などの設置位置の確認
をしましょう。
　また、火災を初期の段階で発見し、火災の犠牲
者にならないために、ご家庭では住宅用火災警報
器を設置しましょう。

初期消火の知識

催　

し

消防通信 vol.121

と　

き　

6
月
26
日（
日
）

　

午
後
1
〜
4
時（
予
定
）

と
こ
ろ　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

対
象
者

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

多
可
町
文
化
連
盟
会
員

種　

目　

　

合
唱
、
ピ
ア
ノ
、
吹
奏
楽
、

大
正
琴
な
ど

参
加
費　

2
，0
0
0
円（
１
グ
ル
ー
プ
）

申
込
方
法　
 

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び

加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ

に
あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

5
月
14
日（
土
）

申
込
・
問
合
先　

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

☎（
32
）1
3
0
0

◉
第
11
回
多
可
町
音
楽
祭

参
加
者
募
集

　
「
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

2
0
1
6
」の
庭
巡
り
を
し
ま
せ

ん
か
。
花
作
り
が
好
き
な
人
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

5
月
17
日（
火
）

　

19
日（
木
）・
23
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ご
ろ

コ
ー
ス　
未
定

集
合
場
所　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

参
加
費　

 

2
，0
0
0
円（
昼
食
付
）

定　

員　

各
25
人

申
込
開
始
日　

5
月
9
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜
電
話
受
付
の
み

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

　

観
光
交
流
協
会（
地
域
振
興
課

　

内
）

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
ツ
ア
ー

◉
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ

　

ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク

第
１
回
さ
さ
ゆ
り
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き 

5
月
11
日（
水
）

　

午
後
6
時
30
分
開
場

　

午
後
7
時
開
演

と
こ
ろ　

リ
ー
ベ
・
リ
リ
エ
ン

　
（
エ
ー
デ
ル
さ
さ
ゆ
り
内
）

出　

演　

•
リ
ュ
ー
デ
ィ
ガ
ー
・
リ
ー
バ

　

ー
マ
ン（
バ
イ
オ
リ
ン
）

•
ク
リ
ス
ト
フ
・
イ
ー
ゲ
ル
ブ

　

リ
ン
グ（
チ
ェ
ロ
）

•
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
ル（
ピ
ア
ノ
）

チ
ケ
ッ
ト
料
金

•
高
校
生
以
上　

2
，0
0
0
円

•
中
学
生
以
下　

5
0
0
円

※
高
校
生
以
上
は
当
日
5
0
0

　

円
増

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
中
央
公
民
館

　

・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ

　

ラ
ザ
・
エ
ー
デ
ル
さ
さ
ゆ
り

　

に
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

　

さ
さ
ゆ
り
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

　

委
員
会　

渡
辺

　

☎（
37
）1
3
1
8

◉
看
護
フ
ェ
ア

兵
庫
県
看
護
協
会
北
播
支
部

と　

き 

5
月
7
日（
土
）

　

午
後
1
〜
3
時

と
こ
ろ　

　

イ
オ
ン
社
店（
Ｂ
ｉ
ｏ
）

内　

容　

【
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
】

•
白
衣
を
着
て
写
真
を
撮
ろ
う

•
バ
ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う

•
的
当
て
で
遊
ぼ
う

•
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
遊
ぼ
う

【
生
活
習
慣
病
予
防
コ
ー
ナ
ー
】

•
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
よ
う

　
（
血
圧
・
体
脂
肪
・
血
管
年
齢

　

測
定
）

•
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
生

　

活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク

•
も
の
忘
れ
相
談

問
合
先　

　

兵
庫
県
看
護
協
会
北
播
支
部

　

事
務
局　

水
船

　

☎（
22
）3
6
6
9

◉
カ
ブ
キ
ッ
ズ
た
か
教
室

　

生
募
集

　

カ
ブ
キ
ッ
ズ
た
か
は
、
多
可

町
の
誇
る
伝
統
芸
能「
播
州
歌
舞

伎
」が
学
べ
る
教
室
で
す
。
歌
舞

伎
ク
ラ
ブ
の
お
姉
さ
ん
か
ら
礼

儀
や
作
法
を
教
わ
り
、
舞
台
で

発
表
し
ま
す
。
昨
年
か
ら
習
い

始
め
た
子
も
立
派
に
初
舞
台
を

踏
み
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
一
緒
に
歌
舞
伎
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

練
習
日　

金
曜
日

　

午
後
6
〜
7
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

対
象
者　

町
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

配
布
チ
ラ
シ
で
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

　　
第
19
次
申
請
受
付
中

　　

こ
れ
ま
で
1
0
5
点
が
誕
生

し
た
多
可
町
ブ
ラ
ン
ド
認
証
商

品
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
認
証

商
品
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
商
品

が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
第
19
次
特
産
品
認
証

商
品
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
自
慢
の
特
産
品
を
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

5
月
20
日（
金
）　

問
合
先

　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
多
可
町
ブ
ラ
ン
ド
認
証

　

商
品　

多可町ブランド

認証特産品

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！お

知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催

し

2016. 5月号　広報たか25 242016. 5月号　広報たか

［＊］

【普通町営住宅】
申込み　 5 月16日(月)　午後 5時まで
対　象　所得金額（収入月額）が158,000円以下
（裁量階層世帯　 の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•中区安坂団地（ 4）1戸（Ｈ10建/RC4/2DK）
　入居者負担月額16,300～24,200円［＊32,000円］
•加美区大袋三日市団地 1戸（Ｈ11建/木造2/3LDK）
　入居者負担月額19,000～28,300円［＊37,400円］

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（収入月額）が158,001円以上
487,000円以下の世帯
※入居要件や必要書類など詳しくはお問い合わ
せください。
※普通町営住宅の入居可能日は 6 月下旬の予定
ですが、都合により前後することがあります。
※常時受付分は、書類審査後約１カ月で入居で
きます。

町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集 問合先
定住推進課
 ☎（32）4776

今月の税・保険料の納付
　　　　　○固定資産税　第 1期
　　　　　○軽自動車税

※納付書にて 5月31日（火）までに納めてください。口
　座振替申込みがお済みの人は、5 月31日（火）に申込
　口座から振替をします。
　口座振替を希望する人は、金融機関、税務課、会計
　課、加美プラザまたは八千代プラザでお申し込みく
　ださい。

平成28年度から、町県民税と固定資産税の納期が変更
されていますのでご注意ください。また、従来の納付
方法に加えて、コンビニ・クレジットカード納付がで
きるようになりました。



身体障がい者相談・知的障がい者相談・精神障がい者相談 西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　　　　　　　　　　　　　相談センター

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し
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問健康福祉課　☎（32）5151

【身体障がい者・知的障がい者相談】
6 月 1 日（水）
　13：30～16：00　アスパル　
　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎
【身体障がい者相談】
5 月10日（火）
　13：30～16：00　加美プラザ
　藤村正幸・藤本　進
6月 3日（金）
　13：30～16：00  八千代プラザ
　安武昭弘・門脇昌弘

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
5 月10日（火）
10：00～正午
5月20日（金）
10：00～正午
5月30日（月）
10：00～正午

ところ

加美プラザ

八千代プラザ

多可町役場

行政相談委員

大山昌子

門脇教蔵

大山昌子

問総務課
　☎（32）2382行政相談

と　き
5 月 6 日（金）
10：00～正午
6月 2日（木）
10：00～正午
5月10日（火）
10：00～正午
5月17日（火）
10：00～正午

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

民生委員
遠藤隆義
小西敏政
吉田美文
長谷川雅美
北島　正
竹本よし子
近藤　守
西川雅章

心配ごと相談

※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（32）1477

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可
と　き　 5月12日（木）
　　　　13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　多可町役場・加美プラザ
　　　　八千代プラザ

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療電
話相談でも、相談を受
け付けています。
　☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電
話は☎078（731）8899

【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180　FAX(32)1937
　
ところ　アスパル
と　き　9：00～ 17：00
　医療福祉センターのぎく相談員

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　多可町役場
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い、相談員につ
なぎます。

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
　必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
　ます。

担当の先生
河原　 淳　先生
冨原　 均　先生
上田　久美 先生

天野　昌彦 先生

冨田　誠人先生

と　き
5 月 1 日（日）
5月 8日（日）
5月15日（日）
5月22日（日）
5月29日（日）

と　き

5 月10日（火）
10：00～15：00

5 月10日（火）
10：00～15：00
5 月10日（火）
10：00～15：00

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
安平富彦
伊藤久代
松浦久代
大江　保
棚倉初枝
近藤寛隆
安藤和志

問健康福祉課
　☎（32）5151

問健康福祉課
　☎（32）5151人権相談

人権に関わる相談に応じます。

募　

集

◉
食
と
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
受
講
生
募
集

と　

き　

 
7
月
〜
平
成
29
年
1
月

と
こ
ろ
・
開
催
曜
日　

①
社
総
合
庁
舎
・
原
則
火
曜
日

②
西
脇
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ

　

ー
・
原
則
木
曜
日

対
象
者　

　

北
播
磨
県
民
局
管
内
在
住
者

（
年
齢
・
性
別
不
問
）で
、
食
を

通
し
た
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
人

内　

容

　

栄
養
の
基
礎
知
識
、
野
菜
た

っ
ぷ
り
ラ
ン
チ
の
実
習
、
暮
ら

し
の
中
の
衛
生
管
理
や
楽
し
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途

定　

員　

①
30
人
程
度 

②
15
人
程
度

そ
の
他

　

い
ず
れ
か
１
会
場
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
両
会
場
と
も
同

じ
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

問
合
先　

　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎（
42
）9
3
6
5

◉「
手
話
通
訳
Ⅱ
」講
座
受

講
生
募
集

と　

き 

 

6
月
2
日

　
　
　

〜
平
成
29
年
2
月
23
日

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
7
〜
9
時

と
こ
ろ　

　

加
東
市
社
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

①
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
Ⅰ
を

　

修
了
し
た
人

②
同
程
度
の
技
術
を
有
し
、
手

　

話
通
訳
者
を
目
指
す
人

授
業
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途

申
込
方
法　
 

　

申
込
用
紙
を
記
入
の
上
、
下

記
ま
で
持
参
・
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
に

　

あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

5
月
19
日（
木
）

申
込
・
問
合
先　

　

加
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

〒
6
7
3‐1
4
3
6

 

加
東
市
社
2
6

　

☎（
42
）2
0
0
6

（
42
）9
0
3
9

　　　　

囲
碁
ク
ラ
ブfor kids

は
、
町

内
の
小
学
生
に
囲
碁
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
教
室
で
す
。
囲
碁
を

打
っ
た
こ
と
が
な
い
人
も
、
も

っ
と
強
く
な
り
た
い
人
も
、
基

礎
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。
四
千
年
の
歴
史
を
持
つ
と

言
わ
れ
る
陣
取
り
ゲ
ー
ム
に
、

皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

練
習
日　

毎
月
第
１
土
曜
日

　
（
6
月
〜
平
成
29
年
3
月
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

対
象
者　

町
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

配
布
チ
ラ
シ
で
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

◉
囲
碁
ク
ラ
ブfor 

kids

教
室
生
募
集

FAX

母子保健事業と健康づくり事業

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

もぐもぐ離乳食教室

のびのび子育て相談

4か月児健診

1歳 6か月児健診

健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

栄養相談（病態別）

メンタルヘルス相談

こころの相談

こころのケア相談

思春期・ひきこもり相談

アルコール問題相談

HIV抗体（エイズ）・肝炎ウイルス検査・相談

専門栄養相談

月　日

5 月13日（金）

5月30日（月）

6月10日（金）

6月 2日（木）

5月26日（木）

5月17日（火）

5月17日（火）

月　日

5 月10日（火）

5月19日（木）

5月27日（金）

 5 月18日（水）

 5 月26日（木）

 6 月 9 日（木）

 5 月10日（火）

 5 月19日（木）

 5 月 6 日（金）

時　間

15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：45～10：00受付

9：30～11：10受付

13：00～13：20受付

13：50～14：00受付

時　間

9：30～11：30

9：00～16：00

13：30～16：00

9：30～15：30

13：00～

13：30～14：20

13：30～15：00

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所

アスパル

アスパル

西脇市役所

八千代プラザ

加東健康福祉事務所

対　象

持ち物：妊娠届出書・印鑑・個人番号がわ
　　　　かる書類（個人番号カード、番号
　　　　通知カードなど）
※個人番号カード以外の場合、別途本人
　確認書類（運転免許証など）が必要です。
※妊婦健康診査費助成の手続きも行いま
　す（町内に住所を有する妊婦）。

Ｈ27年12~H28年 1 月生まれ（事前申込）

事前申込

Ｈ28年 1 月生まれ

Ｈ26年 9 月 1 日~ 11月 5 日生まれ

備　考

栄養相談は要予約

1週間前までに要予約

要予約

要予約

要予約
（地域保健課☎42-5111）

要予約（健康管理課☎42-9436）

要予約（健康管理課☎42-9365）
難病や要介護者などに対する食生活相談、加
工食品の栄養表示基準制度などに関する相談

問健康福祉課　☎（32）5151

問加東健康福祉事務所

ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」



お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し

2016. 5月号　広報たか29 282016. 5月号　広報たか

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　総務課　
　　　　☎（32）2382

文芸たか

◉
自
動
車
税
の
納
付

◉
障
害
者
差
別
解
消
相
談

セ
ン
タ
ー
開
設

　　

4
月
か
ら
、
障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
、

障
害
者
差
別
解
消
法
が
禁
じ
る

障
害
者
差
別
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間

　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
正
午
〜
1
時
お
よ
び
年
末
年

　

始
を
除
く

業
務
内
容　

①
相
談

　

障
害
者
差
別
に
関
す
る
悩
み

な
ど
に
つ
い
て
、
経
験
豊
か
な

社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉

士
な
ど
が
対
応
し
ま
す
。　

②
状
況
確
認

　

必
要
に
応
じ
て
、
県
が
状
況

確
認
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
機
関
連
携

　

当
事
者
間
の
調
整
や
司
法
解

決
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
法

務
局
な
ど
の
関
係
機
関
を
ご
案

内
し
ま
す
。

④
事
例
収
集

　

障
害
者
差
別
に
関
す
る
事
例

を
幅
広
く
収
集
し
、
好
事
例
や

先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
番
号　

　

兵
庫
県
障
害
者
差
別
解
消
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
0
7
8（
3
6
2
）3
3
5
6

　
　

0
7
8（
3
6
2
）3
5
6
0

  E-mail
  counseling
        @pref.hyogo.lg.jp

池
田　

義
孝

伊
藤　

忠
則

川
本　

法
綱

中
道　

雅
峰

畑
中　

彩
水

松
下　

孝
裕

森
野　

康
典

安
田　

昇
司

芳
川　

幸
子

園
崎　

武

【
川　

柳
】

　

里
山
の
峰
に
た
な
び
く
春
が
す
み

　

歩
き
ま
し
ょ
よ
も
ぎ
た
ん
ぽ
ぽ
春
の
み
ち　

　

八
十
八
夜
茜
た
す
き
へ
お
ー
い
お
茶

　

体
重
に
見
合
わ
ず
口
の
軽
い
人

　

路
地
裏
に
義
理
人
情
が
生
き
て
い
る

【
短　

歌
】

　

居
る
時
は
な
ん
で
な
ん
で
と
我
が
身
せ
め

　
　

義
母
の
大
き
さ
確
認
の
日
々

　

道
し
る
べ
六
法
全
書
よ
く
読
み
し

　
　

人
生
航
路
羅
針
盤
な
り

　
　
　
　

藤
川　

敏
明

大
江
貴
代
子

藤
原　

将
恕

藤
原　

栄
司

寺
尾　

麦
人

蔵
本　

繁
子

古
家
弥
知
夫

【
俳　

句
】

　

雨
水
来
て
板
の
白
さ
や
濡
れ
縁
の

　

鍬
の
先
土
筆
一
本
小
休
止

　

人
な
み
に
老
い
た
く
思
う
雛
人
形

　

風
光
る
す
す
き
い
よ
い
よ
し
な
や
か
に

　

雛
飾
た
の
し
む
孫
も
嫁
ぎ
け
り

　

還
暦
は
過
疎
の
若
衆
春
祭

　

初
蝶
や
人
は
掟
の
あ
り
て
舞
ふ

　

曾
祖
母
の
明
治
の
雛
も
脇
飾
る

　

渡
り
来
て
雄
鴨
安
堵
の
深
ね
む
り

【　

詩　

】

　

冬
に
耐
え
て
初
梅
花

◉
中
央
公
園
に
多
目
的
広

場
が
オ
ー
プ
ン

　

老
朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な

く
な
っ
て
い
た
中
央
公
園
の
ハ

ー
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
、
多
目

的
広
場
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ

ア
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

概　

要　

　

約
2
，7
0
0
㎡
の
土
グ
ラ
ウ

ン
ド

※
広
場
内
部
に
照
明
塔
お
よ
び

　

支
線
が
あ
り
ま
す
。

供
用
開
始
日　

5
月
9
日（
月
）

使
用
料　

3
2
0
円
／
時
間

照
明
料　

5
4
0
円
／
時
間

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

◉
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
所
開

設
の
ご
案
内

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　　

兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で

は
、「
遠
方
で
相
談
に
行
け
な

い
」と
い
う
相
談
者
や
支
援
機
関

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
、

淡
路
、
但
馬
、
中
播
磨
、
北
播

磨
地
域
に
お
い
て
無
料
の
現
地

相
談
窓
口（
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談

所
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

　

5
月
19
日
・
6
月
16
日

　

7
月
21
日
・
8
月
18
日

　

9
月
15
日　

※
第
3
木
曜
日　

　

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

※
1
社
あ
た
り
1
時
間
程
度

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

と
こ
ろ　

　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室

相
談
例

　

起
業
・
創
業
、
補
助
金
活
用
、

販
路
拡
大
、
経
路
改
善
、
資
金

繰
り
、
現
場
改
善
な
ど

予
約
・
問
合
先　

　

兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

☎
0
7
8（
2
9
1
）8
5
1
8

◉
町
道
川
東
線
全
面
供
用

開
始

　

平
成
21
年
度
か
ら
設
計
、
工

事
を
行
っ
て
き
た
加
美
区
豊
部

か
ら
箸
荷
ま
で
の
区
間
が
事
業

完
了
に
伴
い
、
3
月
25
日
に
供

用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
行
の
際
は
、
交
通
ル
ー
ル

な
ど
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

建
設
課

　

☎（
30
）0
8
5
5

◉
5
月
12
日（
木
）は「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　

大
正
6
年
5
月
12
日
に
岡
山

県
で
民
生
委
員
の
制
度
が
誕
生

し
ま
し
た
。
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
生
活
上
の
悩
み
ご

と
や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
に

広
く
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
の
皆
さ
ん
が
必
要
な
と
き
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
行
政
機

関
と
協
働
し
て
各
種
福
祉
関
係

の
調
査
、
情
報
の
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
65
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
お
り
、
子
ど
も

や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る
こ
と

を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
主
任

児
童
委
員
も
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
委
員
も
、
厚
生
労
働
大
臣
の

委
嘱
を
受
け
、
相
談
な
ど
に
つ

い
て
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課　

　

☎（
32
）5
1
5
1

◉
子
ど
も
の
就
学
を
支
え

　

る
ー
家
庭
か
ら
の
学
習

　

サ
ポ
ー
ト
ー

平
成
28
年
度
兵
庫
教
育
大
学
公
開
講
座

　

本
講
座
で
は
、
子
ど
も
の
学

業
お
よ
び
対
人
関
係
面
で
の
成

功
に
つ
な
が
る
、「
実
行
機
能
」

を
高
め
る
方
法
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

と　

き　

5
月
21
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

と
こ
ろ　

兵
庫
教
育
大
学

　

加
東
キ
ャ
ン
パ
ス

講　

師　

松
村
京
子
さ
ん

　
（
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
学
校

　

教
育
研
究
科
）

定　

員　

50
人

申
込
方
法

　

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開

講
座
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
書
を
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

5
月
9
日（
月
）

問
合
先　

　

兵
庫
教
育
大
学
社
会
連
携
セ

　

ン
タ
ー

　

☎（
44
）2
4
0
9

募　

集

　　

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　

5
月
31
日（
火
）で
す

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
・

農
協
な
ど
の
金
融
機
関
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
、
県
指
定

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
全

国
の
店
舗
）、
ま
た
は
県
税
事
務

所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
障
が
い
の
あ
る
人
へ

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
険
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
人
に
対
す
る
自
動
車
税
・
自

動
車
取
得
税
の
減
免
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

使
用
目
的
の
限
定
を
廃
止
し

ま
し
た
。
も
っ
ぱ
ら
障
が
い
者

の
移
動
の
た
め
に
使
用
す
る
自

動
車
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
減
免
申
請
期
間
後
に
申
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
月
割
り
に

て
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

加
東
県
税
事
務
所

　

☎（
42
）9
3
3
1

FAX

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
た
か
4
月
号「
文
芸
た
か
」の
中
で
、
東
田
美
弥
子
さ
ん
の
作
品
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

「
母
も
住
き
」と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は「
母
も
往
き
」で
す
。

　

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 奥豊部奥豊部

豊部郷領橋郷領橋

観音寺橋観音寺橋

杉原

R427号R427号

箸荷

（－）杉原川（－）杉原川

奥豊部

郷領橋

観音寺橋

R427号
（－）杉原川

町道川東線町道川東線町道川東線



※「は～とふるSHOP」「モルゲン喫茶」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすな
ろの郷あ、白ゆり会○がアスパル・モルゲンハイト八千代で運営するお店です。

※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

たかテレビ番組表
　加入については、たかテレビ局までお問い合わせ
ください。
　番組表の確認・照会は、文字放送または携帯ＱＲコ
　　　　　　　　ードでご覧ください。
　　　　　　　　　番組更新は、月・火・木・土曜
　　　　　　　　日の午後5時です。
　　　　　　　　問合先　たかテレビ局　☎（35）1001

広　

告

お
く
や
み

5月5月5月
※ 4月15日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

お
め
で
た

多可学園　開講式
と　き　 5 月27日（金）  
　　　　【受付】午前 9時30分～
　　　　【開式】午前10時00分～
ところ　ベルディーホール・ホール
記念講演　
　「でかけよう　きっと答えは外にある」
　宇高則子さん（多可赤十字病院理学療法士）

地域を変える力
地域おこし協力隊着任！

地域を変える力
地域おこし協力隊着任！

地域を変える力
地域おこし協力隊着任！

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

▲町長から辞令を受ける橋口さん

ＨＰ  http://takemoto.tkcnf.com

◉ 社会保険労務士とのタイアップで
　       労務・社会保険・年金相談にも対応

◉ 税金や帳簿作成等でお困りの方は

多可郡多可町中区鍛冶屋423－6

0795（32）1477･0795（38）7011TEL

たけもと社労士事務所

竹本博文税理士事務所

1 日（日）

2 日（月）

3 日（火）

4 日（水）

5 日（木）

6 日（金）

7 日（土）

8 日（日）

9 日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

14日（土）

15日（日）

16日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

21日（土）

22日（日）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

29日（日）

30日（月）

31日（火）

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　公民館講座　落語　八千代寄席

　あっ！たかニュース

　あっ！たかニュース

　月ごと、まるごと　あっ！たかニュース

　アンコールアワー（再放送）

●はーとふるショップあ　AM11:30～アスパル

　あっ！たかニュース

　アンコールアワー（再放送）

　アンコールアワー（再放送）

　月ごと、まるごと　あっ！たかニュース

　H28・各課の取り組み

　キッズランド・こども園入園式

　あっ！たかニュース

●はーとふるショップ○　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップあ　AM11:30～アスパル

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　町内小学校入学式

　アンコールアワー（再放送）

　町内中学校入学式

　四恩こども園卒園式
　食育・BookGuide・ピラティス

　あさかこども園卒園式
　みどりこども園卒園式

●献血　AM10:00～田井鉄工  加美工場
●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル
●献血　PM13:00～多可赤十字病院

松

松

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●はーとふるショップ○　AM11:30～アスパル
　情報番組

白

　 4 月１日、都市部から農
村部へと移り住み、地域と
一体となって活動を行う地
域おこし協力隊として、橋
口若葉さん（太子町出身）が
着任しました。
　今後は、町民の健康増進
や介護予防に役立てる健康
保養地事業の支援を中心に、
さまざまな場所で活動しま
す。活動の様子は、フェイ
スブックなどでお知らせし
ますので、ご覧ください。

検索多可町地域おこし協力隊

◉「
熊
本
地
震
災
害
義
援

金
」の
お
願
い

み
ん
な
の

善
意

お
知
ら
せ

　　

熊
本
県
で
は
、
4
月
14
日
か

ら
の
地
震
に
よ
る
災
害
で
、
県

内
各
所
に
多
数
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
た
め
、
義
援
金
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
の
設
置
場
所

•
役
場

•
ア
ス
パ
ル

•
教
育
委
員
会

•
加
美
プ
ラ
ザ

•
八
千
代
プ
ラ
ザ

•
図
書
館

•
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

•
那
珂
ふ
れ
あ
い
館

•
町
内
診
療
所

•
余
暇
村
公
園

募　

集

お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

催　

し
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画
用
紙
や
木
材
、
布
や
石
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
色

ん
な
も
の
が
自
分
だ
け
の
作
品

に
。
児
童
館
の
図
工
教
室
の
先

生
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
の
が
、
矢
尾
一
夫

さ
ん
で
す
。

　

昔
か
ら
も
の
作
り
が
好
き
で
、

建
設
業
を
し
て
い
た
経
験
か
ら

廃
材
で
家
具
を
作
っ
た
り
し
て

い
た
と
い
う
矢
尾
さ
ん
。
子
育

て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
た
と
き
に
、
同
セ
ン
タ

ー
の
先
生
か
ら
の
紹
介
が
き
っ

か
け
で
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
「
何
か
子
ど
も
に
関
わ
る
こ
と

が
し
た
い
と
い
う
漠
然
と
し
た

思
い
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
募
金
な
ど

の
間
接
的
な
方
法
で
し
か
関
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
直
接

子
ど
も
と
関
わ
る
機
会
を
も
ら

え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

5
月
〜
翌
年
3
月
ま
で
、
月

１
回
開
催
し
て
い
る
教
室
は
今

年
で
6
年
目
。
最
初
の
こ
ろ
は
、

と
に
か
く
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
こ
と
を
し
よ
う
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、

深
刻
化
す
る
少
子
化
の
中
で
、

ど
う
し
た
ら
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
を
呼
べ
る
か
と
考
え
、

お
母
さ
ん
に
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
や
一
緒
に
楽
し

め
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
ペ
ン
キ
ア
ー

ト
や
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
思
い
っ
き
り
服
を
汚
し
た
り
、

手
に
ペ
ン
キ
を
付
け
た
り
、
普

段
家
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
体

験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
好
き
に
し
て
い
い

よ
と
言
っ
て
も
、〝
こ
れ
し
て
も

い
い
の
？
〞と
聞
い
て
く
る
子
が

す
ご
く
多
い
の
で
、
も
っ
と
自

由
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
手
助

け
が
し
た
い
で
す
。
教
員
免
許

を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
勉
強
不
足
と
感
じ
る
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
教
室
の

と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
を
見
る
の
が

何
よ
り
好
き
で
す
。
将
来
、
多

可
町
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
す
て
き
で
す
ね
」と
、
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
自
由
に　

も
っ
と
自
分
ら
し
く

思
い
っ
き
り
遊
ん
で

自
分
の
殻
を
楽
し
く
破
っ
て
ほ
し
い

▲興味津々の子どもたち

▲「日々勉強」と話す矢尾さん。自身が通う絵画
　教室で子どもへの教え方なども学ぶそうです。

▲自由に楽しくがモットー

矢
尾　

一
夫
さ
ん（
大
屋
）

☎（36）00 8 0
☎（36）11 0 4
☎（35）16 0 0
☎（32）43 2 8
☎（35）14 2 0
☎（36）02 1 2
☎（35）00 2 9
☎（37）20１0

杉 原 紙 研 究 所
紙匠庵でんでん
交 流 会 館
中 児 童 館
み な み 児 童 館
杉 原 谷 診 療 所
松 井 庄 診 療 所
八 千 代 診 療 所

☎（32）23 9 5

☎（32）23 8 5

☎（32）12 5 0

☎（32）51 7 0
☎（32）13 0 0
☎（32）06 8 5
☎（32）13 8 9
☎（35）10 0 1

学 校 教 育 課
（青少年育成センター）
こ ど も 未 来 課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
【その他の施設】
多 可 町 図 書 館
ベ ル デ ィ ー ホ ー ル
那 珂 ふ れ あ い 館
中ふれあいセンター・隣保館
た か テ レ ビ 局

☎（32）51 2 2  
☎（32）51 5 1
☎（30）25 2 5

☎（30）08 5 5
☎（32）28 1 5

☎（35）00 8 0
☎（37）02 5 0

☎（32）23 8 4

【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課
【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八 千 代 プ ラ ザ
【 教 育 委 員 会 】
教 育 総 務 課

☎（32）23 8 0
☎（32）47 7 5
☎（32）23 8 2
☎（32）23 8 1
☎（32）47 7 9
☎（32）47 7 6
☎（32）23 8 6
☎（32）23 8 3
☎（32）47 7 7
☎（32）23 8 8
☎（32）23 8 9

【 多 可 町 役 場 】
代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
プロジェクト推進課
地 域 振 興 課
定 住 推 進 課
税 務 課
住 民 課
生 活 安 全 課
産 業 振 興 課
会 計 課




